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スイゲンゼニタナゴ保護増殖事業計画
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国土交通省
環 境 省

第１ 事業の目標

スイゲンゼニタナゴは、かつて、山陽地方の平野部から低山地までの小河川や
農業用水路に多く生息していたが、生息環境の変化により激減し、これに希少性
がもたらす捕獲圧の増大が加わり、現在では分布域が限定されている。
現在、自然状態での生息が確認されているのは、山陽地方の一部のみであり、

その地域では、小規模の生息地がまばらに存在しているにすぎない。また、近年、
生息状況の悪化も進んでいる。
本事業は、本亜種の生息状況の把握及び監視を行うとともに、現存する生息地

において本亜種の生息に必要な環境条件の維持及び改善、生息を圧迫する要因の
軽減及び除去等を図り、また、かつて分布域であった地域等において、生息環境
を改善しつつ、飼育下における繁殖個体の再導入を行う等、生息地の再生を図る
こと等により、本亜種が自然状態（水田等二次的自然環境を含む。）で安定的に
存続できる状態になることを目標とする。
なお、本亜種が長年にわたり人間生活と深い関係を持ちながら存続してきたこ

とにかんがみ、本事業の実施に当たっては、本亜種と人間との良好な共存関係を
維持できるような地域社会の構築を念頭に置いて進めることとする。

第２ 事業の区域

兵庫県、岡山県及び広島県における本亜種の分布域（かつて分布域であった地
域を含む。）並びに第３の３（４）により飼育下における繁殖を行う区域

第３ 事業の内容

１ 生息状況等の把握及びモニタリング並びに生態等に関する知見の集積
本事業を適切かつ効果的に実施し、及び憂慮すべき変化が見られた場合に緊急

的な対策を検討するため、以下のとおり本亜種の生息状況等の動向を把握及びモ
ニタリングするとともに、生態等に関する知見を集積する。

（１）生息状況等の調査
本亜種の分布、生息及び繁殖の状況、生息環境（本亜種が生息する水路の流

路形態、底質、植生、水質、プランクトン等の餌、繁殖に必要なイシガイ、マ
ツカサガイ等のイシガイ科貝類（以下「産卵母貝」という。）、他の魚類の生
息状況等）に関する調査を継続的に行い、情報を蓄積するとともに、それらの
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動向について定期的なモニタリングを行う。
なお、密漁等を助長しないよう、分布等生息場所を特定する情報については、

取扱いに十分注意する。

（２）生態等に関する知見の集積
以下の事項を目的とした調査研究を行う。
①本亜種の繁殖、採餌等の特性を含む生態及び生活環の解明
②繁殖に必要な産卵母貝及び産卵母貝のグロキディウム幼生が宿主とする魚
類（以下「宿主魚類」という。）の生態、生活環、底質、植生、水質等本
亜種を取り巻く水域生態系全体の構造の解明

③各地域個体群間の遺伝的な変異及び地域個体群内の遺伝的な多様性の程度
の把握

④本亜種と他種（特に他のタナゴ類）との競合等種間関係の解明

（３）生息に適する環境の解明
（１）及び（２）の調査研究の結果を踏まえ、また、かつて本亜種が農業活

動等人間の活動と深い関わりを持ちながら存続してきたことにかんがみ、本亜
種の生息環境の維持に重要な役割を果たしてきたと考えられる伝統的な水路管
理手法等本亜種と人間との良好な共存関係をもたらした要因について調査研究
を行い、現状との比較を行うこと等を通じて、本亜種と産卵母貝の生息に適す
る環境の解明に努める。

２ 生息地における生息環境の維持及び改善
本種の自然状態における安定的な存続のためには、共存する生物、地形等本

種を取り巻く水域生態系全体を良好な状態に保つことが必要である。このため、
１で得られた知見に基づき、本亜種及び本亜種の生息に関連する水生生物の生
物学的及び生態学的特性を十分に考慮しつつ、以下の取組を行う。

（１）生息水域の維持及び改善
①生息水域における流路形態及び底質の維持及び改善
ア．産卵母貝の生息に適した底質の確保
産卵母貝の生息に適するよう、底質の維持及び改善を図る。

イ．休息場所等の連続性の確保
本亜種及び宿主魚類が休息し、又は天敵等から隠れるための場所が連続

して確保されるよう、水際の植生、瀬、淵、溜まり等における水深及び流
れ等の水域環境の多様性の維持及び再生を図る。

②魚類の遡上等が可能な水域環境の確保等
本亜種を含む魚介類等が遡上及び降下できるよう、河川、水路、水田等

の水域の接続及び生息に適する環境の連続性の確保に配慮する。なお、確
保に当たっては、オオクチバス等の外来種を生息地に侵入させないための
配慮を併せて行う。
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（２）水量及び水質の維持及び改善
生息水域の後背林の維持、育成等を通じて集水域の保水能力の維持及び向上

を図るとともに、本亜種が生息する河川、水路と周辺の水田等との間の水循環
を安定的に維持するよう努める。
また、本亜種、産卵母貝及び宿主魚類の生息に支障を来す汚排水、ヘドロ等

が生息水域に流入することを防止するための対策を講ずる。

３ 個体の保護及び増殖
（１）密漁防止対策及び監視の強化

生息に適した地域が限られ、個体群の規模が小さくなっていることから、密
漁が各地域の個体群に及ぼす影響は相当大きいものと懸念される。
このため、地域住民、保護活動団体等の協力を得つつ、生息地及び流通経路

における監視を強化する等、密漁防止のための対策を講ずる。

（２）外来種による影響の防止
競合又は捕食による影響を及ぼすおそれのあるオオクチバス等の外来種につ

いては、小河川まで生息域が拡大しているため、その侵入状況及び影響を監視
し、本亜種の生息地への侵入を防止するための対策を講ずるとともに、必要に
応じ、侵入した個体の駆除を行う。

（３）緊急時の避難措置
異常渇水等の緊急時には、必要に応じて、個体を適切な公共的施設等で一時

飼育するなどの避難措置を講ずる。

（４）飼育下における繁殖
既に各地域の個体群が絶滅の危機に瀕していることを考慮し、各水域の系統

ごとに、水産試験場等の適切な公共的施設等において個体の飼育繁殖を行い、
飼育下における一定の個体数の維持を図る。
この飼育下における繁殖の適切かつ効果的な実施のため、産卵母貝の増殖、

近親交配による遺伝的な弊害の防止、生殖細胞の保存等に関する技術開発を推
進する。
なお、本計画策定時に地方公共団体、学校等が飼育している個体については、

今後の保護増殖事業に有効に活用するため、本亜種の生態等に関する専門的な
知識を有する者の知見を得つつ、関係者において活用方法等の検討及び調整を
進める。

４ 飼育下における繁殖個体の再導入を含む生息環境の再生
個体群が既に絶滅した地域又はその個体数の減少が著しい等ごく近い将来絶滅

する恐れが極めて高い地域において、生息環境を復元できる可能性がある水域を
選定し、当該水域について、産卵母貝の定着を図る等、２に掲げる本亜種の生息



- 4 -

に必要な環境条件を整えた上で、３（４）により系統保存されている飼育下にお
ける繁殖個体を再導入することにより、野外個体群を再構築し、生息地の再生を
図ることを検討する。
なお、個体の再導入に当たっては、生息地に別系統の個体が混入することによ

る遺伝的撹乱等が野外個体群の存続に不可逆的な影響を与えること等に十分留意
する。また、その必要性、影響、事後のモニタリング方法等について、本亜種の
生態等に関する専門的な知識を有する者の知見を得つつ、事前に十分な検討を行
う。

５ 事業を効果的に推進するための方策
（１）普及啓発等の推進

本亜種の保護増殖事業を実効あるものとするためには、農業、農村整備等各
種事業活動を行う事業者、国及び関係地方公共団体のみならず、関係地域の住
民を始めとする国民の理解と協力が不可欠である。このため、本亜種の保護の
必要性、本事業の実施状況等に関する普及啓発等を積極的に推進し、本亜種の
保護に対する配慮及び協力を幅広く呼び掛ける。
さらに、生息地及びその周辺地域における自主的な保護活動の展開を促進す

るため、関係地域の研究機関、学校等の協力を得て、本亜種の理解を深めるた
めの学習会の開催等の活動を行う。
なお、これらの取組については、本亜種の生態等に関する専門的な知識を有

する者、地元の保護活動団体等の協力を得て進めるものとする。

（２）農村整備及び河川整備における配慮
第３の１で得られた知見を活用しつつ、本亜種に与える影響を極力軽減した

流路工法及び流路管理手法の研究開発に努め、関係地域の住民の十分な理解を
得つつ、生息地及びその周辺地域における農村整備及び河川整備への活用を図
る。

（３）関係者間の連携の確保
本事業の実施に当たっては、事業に係る国、関係地方公共団体、本亜種の生

態等に関する研究者、飼育下における繁殖にかかわる機関、保護活動団体、教
育関係者、農業関係者、漁業関係者、本亜種の生息地及びその周辺地域の住民
等の様々な主体の連携を図り、効果的に事業が推進されるよう努める。


